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鏡 味 治 也  か が み は る や │ 文 化 人 類 学 者 、 金 沢 大 学 人 間 科 学

系 教 授 、1 9 5 4 年 名 古 屋 生 ま れ 。 大 学 院 の 時 か ら イ ン ド ネ シ ア  、

と く に バ リ 人 の 民 族 文 化 の 文 化 人 類 学 的 研 究 を 続 け る 。 主 な

著 書 に 『 政  策  文 化 の 人  類  学 ‐  せ め ぎ あ う イ ン ド ネ シ ア 国  家 と バ

リ 地  域  住  民 』（ 世 界 思 想 社 ） 、『  バ リ 島 の 小 さ な 村 で 』（ 洋 泉 社 ） ほ

か 多 数 。

中 村 一 郎  な  か  む ら い ち ろ う │ 「 三 陸 国 際 芸 術 推 進 委 員 会 」 委

員 長 、 三 陸 鉄 道 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長 。 岩 手 県 盛 岡 市 出

身 。1 9 7 9 年 、 岩 手 県 庁 入 庁 。 東 日 本 大 震 災 後 は 、 政 策 地 域 部

長 や 復 興 局 長 を 歴 任 し 、2 0 1 6 年 3 月 に 退 職 。 同 年 6 月 、「 三 陸

鉄 道 」 の 社 長 に 就 任 。「 三 陸 国 際 芸 術 推 進 委 員 会 」 の 発 起 人

の 一 人 で 、 委 員 長 を 務 め る 。
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国 際 交 流 基 金 ア ジ ア セ ン タ ー は 2 0 1 5 年 よ

り 「 三 陸 国 際 芸 術 祭 」 と 連 携 し な が ら 、 三

陸  沿  岸  地  域 に て さ ま ざ ま な 国  際  交  流  事

業  を  展  開 し て  い ま す 。 本  シ  ン  ポ  ジ  ウ ム で

は 、「 三 陸 国 際 芸 術 祭 」 の こ れ ま で の 歩 み

と 今 後 の 展 望 を 国 際 交 流 の 視 点 を 交 え

な が ら 有  識  者 と と も に 議  論 し ま す 。
国  際  交  流  基  金  ア  ジ  ア  セ  ン  タ  ー  が  震  災  後  に  三  陸  沿  岸  地  域  で  実  施 ・ 支  援  し  て  き  た  事  業  を  ま と  め

た ブ ッ ク レ ッ ト を 配 布 さ せ て い た だ き ま す 。

「 三 陸 国 際 芸 術 祭 」 と は

「 三 陸 国 際 芸 術 祭 」 は 、 東 日 本 大 震 災 の 被 災 地 、 三 陸 沿 岸 地 域 を 中 心 に 郷

土 芸 能 と ア ー ト の 力 で 被 災 地 の 復 興 、 活 性 化 す る こ と を 目 的 に 2 0 1 4 年 か ら

開  催 さ れ て い る 芸  術  祭 で す 。

「  響  き あ う ア ジ  ア 2 0 1 9 」 と は

「  響 き あ う ア ジ ア 2 0 1 9 」 は 、 国 際 交 流 基 金 ア ジ ア セ ン タ ー が 、 日 本 と 東 南 ア ジ

ア の 文 化 交 流 事 業 を 幅 広 く 紹 介 す る 祭 典 で 、 主 に 2 01 9 年 6 月 か ら 7 月 に か け

て 開 催 い た し ま す 。 国 を 超 え 共 に 創 り 上 げ た 舞 台 芸 術 、 映 画 か ら 東 南 ア ジ ア 選

抜 チ ー ム 「 A SI A N E L E V E N 」 と 日 本 チ ー ム に よ る サ ッ カ ー 国 際 親 善 試 合 、 “ 日

本  語  パ  ー ト ナ  ー ズ ”  の シ ン  ポ  ジ  ウ ム ま で  珠  玉  の  イ ベ  ン ト の  数 々 を  楽 し  め る 機 会

で す 。 な お 、「 響 き あ う ア ジ ア 2 01 9 」 は 、 同 年 に 東 南 ア ジ ア で も 展 開 予 定 で す 。

「 響 き あ う ア ジ ア 2 0 1 9 」 公 式 ウ ェ ブ サ イ ト   h tt p s: / / a si a 2 0 1 9.jf a c.j p /

申 込 方 法

h tt p s: //e v e nt r e gi st. c o m /e /s a nf e s
定 員1 0 0 名 （ 定 員 に な り 次 第 、 締 め 切 り と さ せ て い た だ き ま す ）

三 陸 の 郷 土 芸 能 ド キ ュ メ ン タ リ ー 上 映
撮  影 ・ 編  集 ： 阿  部  武  司  東 北 文 化 財 映 像 研 究 所 代 表

「 三 陸 国 際 芸 術 祭 2 0 1 4 ～ 2 0 1 9 」

ダ イ ジ ェ ス ト 映 像 上 映
編  集 ： 前  川  十  之  朗  み ん な の し る し 合 同 会 社 代 表 社 員

ア ジ ア か ら の 応  援 メ ッ セ ー ジ
制  作 ： 武  藤  大  祐 　 群 馬 県 立 女 子 大 学 准 教 授

解 説 佐 東 範 一

休 憩 1 5: 3 0 ～1 6 :0 0

主 催 者 挨 拶

柄 博 子  国 際 交 流 基 金 理 事

中 村 一 郎

基 調 講 演

戸 田 公 明  大 船 渡 市 長 

シ  ン  ポ  ジ  ウ ム  ／ パ  ネ  ル  デ ィ ス  カ ッ  シ ョ ン

モ デ レ ー タ ー

吉 本 光 宏  株 式 会 社 ニ ッ セ イ 基 礎 研 究 所 研 究 理 事

ス ピ ー カ ー

赤 坂 憲 雄  学 習 院 大 学 教 授

鏡 味 治 也  金 沢 大 学 教 授

加 藤 種 男   ク リ  エ  イ テ ィ ブ ・ デ ィ レ  ク タ  ー

デ ィ ス  カ  サ ン ト

相 澤  久 美

相 澤 久 美  あ い ざ わ く み │ 建 築 家 、 編 集 者 、 プ ロ デ ュ ー サ  ー 、 建 築

設 計 の 傍 、 雑 誌 の 編 集 、 ド キ ュ メ ン タ リ ー 映  画  の  製  作 ・ 配  給  、 一

般 向 け の 災 害 情 報 紙 『 震 災 リ ゲ イ ン  プ レ  ス 』 全 国 無 料 配 布 等 を

行 う 。2 0 1 5 年 よ り み ち の く 潮  風 ト レ イ ル  の  運  営  計  画  策  定  に  携  わ

り 、2 0 1 7 年 に N P O 法 人 み  ち  の  く ト レ  イ  ル  ク  ラ  ブ を 設 立 、「 み ち の

く 潮  風 ト レ イ ル 」 の 運 営 、 プ ロ モ  ー シ ョ ン 等  を 手 が け る  。

吉 本 光 宏  よ し も と み つ ひ ろ │ ニ ッ セ イ 基 礎 研 究 所 研 究 理 事 、

1 9 5 8 年 徳 島 県 生 。 東 京 オ ペ ラ シ テ ィ や 世 田 谷 パ ブ リ ッ ク シ ア

タ ー 、 い わ き ア リ オ ス な ど の 文 化 施 設 開 発 、 東 京 国 際 フ ォ ー ラ

ム  や  電  通  新  社  屋  の ア ー ト  計  画  の  コ ン  サ  ル  タ ン ト と し て  活  躍  す

る 他 、 文 化 政 策 、 文 化 施 設 の 運 営 ・ 評 価 、 創 造 都 市 、 オ リ ン ピ ッ

ク 文 化 プ ロ グ ラ ム 、 ア ウ ト リ ー チ 等 の 調 査 研 究 に 取 り 組 む 。

戸 田 公 明  と だ き み あ き │ 岩 手 県 大 船 渡 市 長 、「 三 陸 国 際 芸 術

推 進 委 員 会 」 副 委 員 長 。 岩 手 県 大 船 渡 市 出 身 。1 9 7 2 年 、 清 水

建 設 株 式 会 社 入 社 。 上 海 営 業 部 長 、 北 京 駐 在 員 事 務 所 長 、 香

港 営 業 所 長 を 歴 任 し 、2 0 0 6 年 9 月 に 退 社 。2 0 1 0 年 1 2 月 よ り 大

船 渡  市 長 を 務 め る 。（ 在 任 中 の 2 0 1 1 年 3 月1 1 日 、 東 日 本 大 震 災 が 発 生 。 復

興 完 遂 に 向 け て 、 命 を 守 り 、 夢 を 育 む ま ち づ く り に 取 り 組 む 。 ）

加 藤 種 男  か と う た  ね  お │ ク リ  エ  イ テ ィ ブ ・ デ ィ レ  ク タ  ー  、 専  門

は 、 創 造 経 済 、 創 造 都 市 、 企 業 メ セ ナ 、 文 化 政 策 。 ア サ ヒ ビ ー ル

株 式 会 社 企 業 文 化 部 を 経 て ア サ ヒ ビ ー ル 芸 術 文 化 財 団 事 務

局 長 を 務 め る 。 横 浜 市 芸 術 文 化 振 興 財 団 専 務 理 事 な ど を 歴

任 し 、2 0 1 2 年 ～ 1 7 年 企 業 メ セ ナ 協 議 会 専 務 理 事 、 文 化 審 議 会

政 策 部 会 委 員 な ど を 務 め 、 文 化 政 策 を 提 言 。

赤 坂 憲 雄  あ か さ か  の り お │ 東 京 都 出 身 。 学 習 院 大 学 教 授 。 福

島 県 立 博 物 館 館 長 。 専 門 は 東 北 文 化 論 と 日 本 思 想 史 。 東 北 学

を 掲 げ て 、 地 域 学 の 可 能 性 を 問 い か け て き た が 、 東 日 本 大 震

災 を 経 て 、 東 北 学 の 第 二 ス テ ー ジ と さ ら に は 武 蔵 野 学 を 探 り

は じ め て い る 。 主 な 著 書 に 、『 境 界 の 発 生 』『 東 北 学 ／ 忘 れ ら れ

た 東 北 』（ 講 談 社 学 術 文 庫 ） 、『 震 災 考 』（ 藤 原 書 店 ） ほ か 多 数 。

国 際 交 流 基 金 ア ジ ア セ ン タ ー は b e y o n d 2 0 2 0 プ ロ グ ラ ム を 応 援 し て い ま す 。

主 催 ＝ 国 際 交 流 基 金 ア ジ ア セ ン タ ー 　 共 催 ＝ 東 京 芸 術 劇 場
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h tt p s: //jf a c.j p /c ult u r e / e v e nt s / e - a si a 2 0 1 9 - s a nf e s /

三 陸 国 際 芸 術 祭 プ ロ デ ュ ー サ ー

N P O 法 人 ジ ャ パ ン ・ コ ン テ ン ポ ラ リ ー ダ ン ス ・ ネ ッ ト ワ ー  ク  代 表

N P O 法 人 震 災 リ ゲ イ ン 代 表 理 事
一 般 社 団 法 人 サ イ レ ン ト ヴ ォ イ ス 理 事

三 陸 国 際 芸 術 推 進 委 員 会 委 員 長
三 陸 鉄 道 株 式 会 社 社 長


